
「クロルピクリン農薬蜜蜂影響評価書（案）」 

についての意見・情報の募集について 

令 和 ８ 年 ３ 月 2 3 日 

農林水産省消費・安全局 

 この度、「クロルピクリン農薬蜜蜂影響評価書（案）」について、広く国民の皆様から

意見・情報を募集いたします。 

 今後、本案については、提出いただいた意見・情報を考慮した上で、決定することと

しております。 

   記 

１ 意見公募の趣旨・目的・背景 

農林水産大臣は、農薬取締法（昭和 23 年法律第 82 号）第 39 条第 1 項の規定に基づ

き、農薬の登録、変更の登録等について、農業資材審議会の意見を聴かなければなら

ないとされています。このうち、農薬の蜜蜂への影響評価に関する事項については、

関連分野における高い知見を有する専門家で構成される農業資材審議会農薬分科会農

薬蜜蜂影響評価部会で検討することとしています。 

令和８年３月５日、第 20 回農業資材審議会農薬分科会農薬蜜蜂影響評価部会におい

て、クロルピクリンについて審議され、クロルピクリン農薬蜜蜂影響評価書（案）が了

承されました。 

つきましては、本評価書案について、広く国民の皆様からの意見・情報を募集いた

します。 

２ 意見公募の対象となる案及び関連資料の入手方法 

（１）e-Gov（https://www.e-gov.go.jp/）の「パブリック・コメント」欄に掲載

（農林水産省ホームページにあるリンクからアクセスが可能）

（２）農林水産省消費・安全局農産安全管理課農薬対策室において配布

３ 意見・情報の提出方法 

（１）e-Gov の意見入力フォームを使用する場合

「パブリック・コメント：意見募集中案件詳細画面」の「意見募集要領（提出先

を含む）」を確認の上、意見入力へのボタンをクリックし、「パブリック・コメント：

意見入力フォーム」より提出を行ってください。 

（２）郵送の場合

以下担当まで送付してください。

令和８年５月 28 日 農業資材審議会農薬分科会農薬蜜蜂影響評価部会（第 21 回） 

参考資料１１－４

https://www.e-gov.go.jp/
平林太輔(HIRABAYASHIDais
長方形
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農林水産省消費・安全局農産安全管理課農薬対策室 

 

４ 意見・情報の提出上の注意 

提出の意見・情報は、日本語に限ります。 

頂いた御意見については、個人情報を除き全て公開される可能性があることをあ

らかじめ御承知おきください。ただし、御意見中に、個人に関する情報であって特

定個人を識別し得る記述がある場合及び個人・法人等の財産等を侵害するおそれが

あると判断される場合には、公表の際に当該箇所を伏せさせていただきます。 

また、提出に当たっては、氏名及び住所（法人又は団体の場合は、名称、代表者

の氏名及び主たる事務所の所在地）並びに連絡先（電話番号又は電子メールアドレ

ス）を明記してください。御記入いただいた個人情報は、提出意見・情報の内容に

不明な点があった場合等の連絡や確認等に利用するほか、当該意見・情報の内容に

応じて、農林水産省内の関係部署、関係府省等に共有することがあります。 

なお、電話での意見・情報はお受けしませんので御了承願います。また、頂いた

御意見に対する個別の回答はいたしかねますので、その旨御了承願います。 

 

５ 意見・情報受付期間 

令和８年３月 23 日～令和８年４月 21 日 

（郵送の場合も締切日必着とします。） 

 

６ 公示資料 

クロルピクリン農薬蜜蜂影響評価書（案） 
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農薬蜜蜂影響評価書 

 

 

 

 

 
２０２６年３月５日 

農業資材審議会農薬分科会 

農薬蜜蜂影響評価部会 
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（第 20 回） 
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クロルピクリン 
Ⅰ．評価対象農薬の概要 

1．有効成分の概要 

1.1 申請者 日本化薬株式会社 

南海化学株式会社 

三井化学クロップ＆ライフソリューション株式会社 

1.2 登録名 クロルピクリン 

 

1.3 一般名 chloropicrin（ISO） 

 

1.4 化学名 

IUPAC名： 

 

 CAS名 ： 

 

trichloronitromethane 

  

trichloronitromethane 

（CAS No. 76-06-2） 

 

1.5 コード番号 － 

 

1.6 分子式、構造式、分子量 

 分子式 CCl3NO2 

 構造式  

分子量 164.37 

 
  

Cl

Cl

Cl

N
+

O
–

O
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2．有効成分の物理的・化学的性状  

試験項目 純度(%) 試験方法 試験結果 

色調・形状 99.5 官能法 無色透明液体 

臭気 99.5 官能法 催涙性を伴う刺激臭 

密度 99.9 OECD 109 1.657 g/cm3(20 ℃) 

蒸気圧 99.9 OECD 104 3.72 × 103 Pa (25 ℃) 

溶 
解 
度 

水 99.5 OECD 105 1.97 g/L (20 ℃) 

有機溶媒 アセトン 99.5 OECD 105 >1000 g/L (20 ℃) 

解離定数 

(pKa) 
99.9 OECD 112 解離せず 

1-オクタノール／水分配係数 

(log Pow) 
99.9 OECD 117 2.6 

加水分解性 99.5 OECD 111 
半減期 1 年以上 

(25 ℃、pH 5、pH 7 及び pH 9) 

水中光分解性 99.5 EPA161-2 
半減期 2.3 日 

(pH 5、25±1 ℃、478 W/m2、300~800 nm) 

試験項目 試験方法 試験結果 

土壌吸着係数 OECD 106 算出不可 

土壌残留性 記載なし 

液剤 
畑地土壌1(沖積土、砂壌土) 
半減期 3.2日(土壌の深さ5~10 cm、減衰曲線による推定値) 

畑地土壌2(火山灰土、壌土) 
半減期 4.7日(土壌の深さ0~10 cm、減衰曲線による推定値) 

 

3．申請に係る情報 

クロルピクリンは、2024 年時点で、米国、カナダ等複数の国で登録されている。 

 

4．作用機作 
クロルピクリンは生体組織内の SH 基を有する酵素を阻害することにより、土壌病害虫

及び雑草等に効果を示すと考えられている。 
（IRAC 分類：8B） 

※参照：https:// irac-online.org / 
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5．適用病害虫の範囲及び使用方法（16 製剤、別添参照） 

・カヤククロールピクリン、三井東圧クロールピクリン、南海クロールピクリン     

及びニッカクロールピクリン 

（クロルピクリン 99.5 %くん蒸剤） 

・ドロクロール、ドジョウピクリン、クロピク８０、クロピクフロー、ニッカドジョウピク

リン及びクロピクフローＭＮ 

（クロルピクリン 80.0 %くん蒸剤） 

・クロルピクリン錠剤及びクロルピクリン錠剤ＪＭ－ＭＩＮＡＭＩ 

（クロルピクリン 70.0 %くん蒸剤） 

・クロピクテープ 

（クロルピクリン 55.0 %くん蒸剤） 

・カヤクダブルストッパー 

（クロルピクリン 35.0 %・Ｄ－Ｄ 60.0 %くん蒸剤） 

・ソイリーン及び三井ソイリーン 

（クロルピクリン 41.5 %・Ｄ－Ｄ 54.5 %くん蒸剤） 
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Ⅱ．ミツバチに対する安全性に係る試験 

本剤は裸地ほ場に処理し、一定の期間土壌くん蒸した後、薬害防止の観点から十分なガス

抜き期間を経た後には種または定植する。このため、ガス抜き期間を終えるまでの間（本剤

が土壌から揮散消失するまでの間）、本剤を処理したほ場に作物は栽培されておらず、ミツ

バチの飛来を誘発する要因（開花）はないことからミツバチが接触暴露するおそれはないと

考えられる。 

また、本剤を有効成分とする製剤に登録のある作物における作物残留試験の結果はすべ

て定量限界未満であり、作物体中への残留が認められていないことから、開花後の作物の花

粉・花蜜中にも残留せず、ミツバチが経口暴露するおそれはないと考えられる。 

さらに、本剤は蒸気圧が高く、ミツバチへの接触毒性試験、経口毒性試験による毒性値を

求めることが困難である。 

以上から、本剤においてはミツバチに対する安全性に係る試験は提出されていない。 

なお、審議の対象となる本剤のミツバチに対する毒性に関する公表文献*も認められなか

った。 

 
*（参考）公表文献の検索結果 

（生活環境動植物及び家畜に対する毒性に関する分野） 

データベース名: 
①Web of Science (Core Collection) 
②J-stage 

検索対象期間: 
①2008年7月1日から2023年7月31日 
②2008年7月1日から2023年7月31日 

 

【表題と概要に基づく適合性の有無の評価】 
明らかに評価の目的と適合しない文献の除外 

【全文に基づく適合性の有無の評価】 
評価の目的と適合しない文献の除外 

 

「生活環境動植物及び家畜に対する毒性に関する分野」に該当する文献 525 

「適合性なし」以外の文献数 41 

「適合性あり」の文献数 0 

公表文献に関する情報募集（令和 7 年 5 月 19 日~6 月 15 日）で寄せられた情報はない。 

 

 

Ⅲ．暴露量の推計 

Ⅱ．に記載の理由により、その使用にあたり本剤にミツバチが暴露しないと想定される。 

 

Ⅳ．リスク評価結果 

クロルピクリンは、申請された使用方法に基づき使用される限りにおいて、ミツバチの

群の維持に支障を及ぼすおそれはないと考えられる。 
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Ⅴ．毒性の強さから付される注意事項 

本剤は殺虫剤としての用途もあり、殺虫活性を有する。本剤の作用機作及び適用害虫の

範囲から、ミツバチに対する毒性も考えられ、また、本剤の物理的化学的性状から、巣箱

周辺での使用に係る注意事項を要する。 

 

 

評価資料 

資料 
番号 報告年 

題名、出典(試験施設以外の場合) 
試験施設、報告書番号 
GLP適合状況(必要な場合)、公表の有無 

1 2024 クロルピクリン 試験成績の概要及び考察 
未公表 

2 2024 
(2025修正) 

公表文献に関する報告書  
有効成分名：クロルピクリン 
公表  

 

評価資料（公表文献） 

 該当なし 
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別添：適用病害虫の範囲及び使用方法（クロルピクリン） 

目 次 

１．登録番号 90：カヤククロールピクリン                           

登録番号 9795：三井東圧クロールピクリン                         

登録番号 19557：南海クロールピクリン                          

登録番号 22960：ニッカクロールピクリン                        

（クロルピクリン 99.5 %くん蒸剤） .............................................................................................................. 2 

２．登録番号 5250：ドロクロール                               

登録番号 5329：ドジョウピクリン                             

登録番号 6909：クロピク８０                               

登録番号 21220：クロピクフロー                             
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３．登録番号 17034：クロルピクリン錠剤                           

登録番号 24306：クロルピクリン錠剤ＪＭ－ＭＩＮＡＭＩ                 

（クロルピクリン 70.0 %くん蒸剤） ............................................................................................................ 15 

４．登録番号 20207：クロピクテープ                            

（クロルピクリン 55.0 %くん蒸剤） ............................................................................................................ 25 

５．登録番号 20749：カヤクダブルストッパー                        

（クロルピクリン 35.0 %・D-D 60.0 %くん蒸剤） ..................................................................................... 27 

６．登録番号 22162：ソイリーン                               

登録番号 22163：三井ソイリーン                            

（クロルピクリン 41.5 %・D-D 54.5 %くん蒸剤） ..................................................................................... 30 
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１．登録番号 90：カヤククロールピクリン、                       

登録番号 9795：三井東圧クロールピクリン                   

登録番号 19557：南海クロールピクリン                    

登録番号 22960：ニッカクロールピクリン                  

（クロルピクリン 99.5 %くん蒸剤） 

作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数

りんご 紋羽病 1 穴当り 5~10 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 
あぶらな科野菜 
(ｷｬﾍﾞﾂ､こまつ

なを除く) 
萎黄病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

こまつな 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

だいこん 亀裂褐変症 

1 回 はくさい 
黄化病､軟腐病､ 
根くびれ病 

かぶ 根こぶ病 

ｷｬﾍﾞﾂ 
萎黄病､根こぶ病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

ﾚﾀｽ 
非結球ﾚﾀｽ 

(ｻﾗﾀﾞ菜を除く) 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

1 回 1 回 根腐病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

ｻﾗﾀﾞ菜 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 
1 回以内) 

根腐病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

くきちしゃ 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

1 回 

1 回 根腐病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

〈圃場〉1 穴当り

2~3 mL 

ほうれんそう 

萎凋病､株腐病､立枯病､

苗立枯病、根腐病､ 
ﾎｳﾚﾝｿｳｹﾅｶﾞｺﾅﾀﾞﾆ､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数

うり科野菜 
(すいか､きゅう

り､ﾒﾛﾝ､にがう

り､うり類(漬物

用)を除く) 

疫病､つる割病､白絹病､

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 

漬物用ﾒﾛﾝ 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

にがうり 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

うり類(漬物用､

ただし､漬物用ﾒ

ﾛﾝを除く) 
3 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 
きゅうり 

疫病､つる割病､白絹病､

苗立枯病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 
ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病 

〈圃場〉 
1 穴当り 3 mL 

ﾒﾛﾝ 

疫病､つる割病､白絹病､

黒点根腐病､苗立枯病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 
1 回以内) 

かぼちゃ 
(かぼちゃ台を

含む) 

ﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病 
〈床土･堆肥〉 

1 穴当り 3~6 mL 
1 回 1 回 

ﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病、 
一年生雑草 

〈圃場〉 
1 穴当り 3~4 mL 

すいか 

疫病､苗立枯病､ 
つる割病､白絹病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
とうがらし類 

青枯病､萎凋病､疫病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

青枯病､萎凋病､疫病､ 
苗立枯病、半身萎凋病､

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

なす 

青枯病､疫病､ 
苗立枯病、半身萎凋病､

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

1 回 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数

いちご 
萎黄病､炭疽病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

土壌 
くん蒸 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 
立枯病､紋羽病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

1 回 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

ｾﾙﾘｰ 
萎黄病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
ｹﾗ､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

しょうが 根茎腐敗病､一年生雑草 

1 回 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

うど 萎凋病､一年生雑草 

1 回 
にんじん 

こぶ病､しみ腐病､ 
紋羽病、ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

ごぼう 
黒あざ病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

かんしょ 

立枯病､つる割病､ 
紋羽病、ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

1 回 

さといも 
疫病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
ｹﾗ､一年生雑草 

やまのいも 
褐色腐敗病､根腐病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 
やまのいも(む

かご) 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

ばれいしょ 

青枯病､亀の甲症､ 
そうか病、ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

ねぎ 萎凋病､白絹病､ 
苗立枯病、ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

あさつき 
わけぎ 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数

たまねぎ 

疫病､苗立枯病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類、ｹﾗ､ 
一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 

こんにゃく 

乾腐病､白絹病､根腐病､

紋羽病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 

ﾊﾟｾﾘ 立枯病､一年生雑草 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

1 回 

1 回 

にんにく 
ｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ､ 
一年生雑草 

薬用にんじん 根腐病､一年生雑草 
豆類(種実､ただ

し､いんげんま

め､えんどうま

めを除く) 
豆類(未成熟､た

だし､さやいん

げん､未成熟そ

らまめ､さやえ

んどう､実えん

どうを除く) 

立枯病､白絹病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類、ｹﾗ､ 
一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

えんどうまめ 
苗立枯病､根腐病､ 
萎凋病、立枯病､ 
白絹病､ｾﾝﾁｭｳ類、 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類 

ｹﾗ､一年生雑草 

さやえんどう 
実えんどう 2 回以内 

(床土 1 回以内) 
いんげんまめ 立枯病､根腐病､ 

白絹病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

ｹﾗ､一年生雑草 
さやいんげん 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

未成熟そらまめ 
立枯病､白絹病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

てんさい 
黒根病､苗立枯病 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

1 回 1 回 

あま､麦類 
立枯病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
ｹﾗ､一年生雑草 

とうもろこし 
白絹病､ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊ 
ﾘｶﾞﾈﾑｼ類ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
ｹﾗ､一年生雑草 

陸稲 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数

にら 紅色根腐病 

〈圃場〉 
1 穴当り 3 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉) 

根茎腐敗病 

ｵｸﾗ 
ふき 

半身萎凋病 1 回 

花き類･観葉植

物 

青枯病､半身萎凋病､ 
萎凋病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
萎黄病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
株枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
乾腐病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 

球根腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､
立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
葉枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 

ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 
きく 白絹病､立枯病 

ｶｰﾈｰｼｮﾝ 萎凋細菌病､立枯病 
りんどう 褐色根腐病 

しゃくやく 
ぼたん 

根黒斑病 

百日草 苗立枯病 
宿根かすみそう 立枯病 

ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 根腐病 

かんきつ(苗木) 温州萎縮病 
〈圃場〉 

1 穴当り 5 mL 
(40 L/10a) 

1 回 1 回 

いちじく(苗木) 白絹病､ｾﾝﾁｭｳ類 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

桑 紋羽病 
1 穴当り 
5~10 mL 

たばこ 

疫病､黒根病､白絹病､ 
立枯病わい化病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類 
ﾈｷﾘﾑｼ類､ｹﾗ､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~5 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

立枯病 
〈圃場〉 

1 穴当り 2 mL 

深層 
土壌 
くん蒸 
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２．登録番号 5250：ドロクロール、                        

登録番号 5329：ドジョウピクリン                       

登録番号 6909：クロピク８０                         

登録番号 21220：クロピクフロー                       

登録番号 22961：ニッカドジョウピクリン                   

登録番号 23626：クロピクフローＭＮ                       

（クロルピクリン 80.0 %くん蒸剤） 

（１）ドロクロール、ドジョウピクリン、クロピク８０、ニッカドジョウピクリン 

作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 

使用回数 
使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む農

薬の総使用回数 
りんご 紋羽病 1 穴当り 6~12 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 
あぶらな科野菜 
(ｷｬﾍﾞﾂ､こまつ

なを除く） 
萎黄病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

こまつな 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

だいこん 亀裂褐変症 

1 回 
はくさい 

黄化病､軟腐病､ 
根くびれ病 

ｷｬﾍﾞﾂ 
萎黄病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

ﾚﾀｽ 
非結球ﾚﾀｽ 

(ｻﾗﾀﾞ菜を除く) 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

1 回 1 回 根腐病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

ｻﾗﾀﾞ菜 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 
根腐病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL ほうれんそう 

萎凋病､立枯病､ 
苗立枯病､ 

ﾎｳﾚﾝｿｳｹﾅｶﾞｺﾅﾀﾞﾆ､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

1 回 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 

使用回数 
使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む農

薬の総使用回数 

うり科野菜 
(すいか､きゅう

り､ﾒﾛﾝ､にがう

り､うり類(漬物

用)を除く) 

つる割病､白絹病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 

漬物用ﾒﾛﾝ 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

にがうり 
疫病､つる割病､白絹病､ 

苗立枯病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

うり類(漬物用､

ただし､漬物用ﾒﾛ

ﾝを除く) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 
きゅうり 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 
ﾒﾛﾝ 

つる割病､白絹病､ 
黒点根腐病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

かぼちゃ(かぼち

ゃ台を含む) 

ﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病 
〈床土･堆肥〉 

1 穴当り 3~6 mL 
1 回 1 回 

ﾌｻﾞﾘｳﾑ立枯病 
一年生雑草 

〈圃場〉 
1 穴当り 3~4 mL 

すいか 

つる割病､白絹病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 
ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病 

〈圃場〉 
1 穴当り 3 mL 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
とうがらし類 

萎凋病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

青枯病､萎凋病､ 
半身萎凋病 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類、一年生雑草 

なす 
青枯病､半身萎凋病 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類、一年生雑草 

1 回 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

いちご 
萎黄病､炭疽病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 

使用回数 
使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む農

薬の総使用回数 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 
立枯病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

ｾﾙﾘｰ 
萎黄病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

しょうが 根茎腐敗病､一年生雑草 

1 回 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

うど 萎凋病､一年生雑草 
1 回 

にんじん 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類、一年生雑草 

ごぼう 
黒あざ病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 
ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、ﾈｷﾘﾑｼ類､ 

一年生雑草 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

かんしょ 

立枯病､つる割病､ 
紋羽病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 1 回 

さといも 
疫病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

やまのいも 
褐色腐敗病､根腐病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 1 回 

ばれいしょ 

そうか病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 
青枯病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

ねぎ 

白絹病、一年生雑草 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

あさつき 
わけぎ 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 
たまねぎ 苗立枯病､一年生雑草 

1 回 1 回 

こんにゃく 
乾腐病､白絹病､根腐病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

にんにく 
ｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ､ 
一年生雑草 〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 
薬用にんじん 根腐病､一年生雑草 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 

使用回数 
使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む農

薬の総使用回数 

豆類(種実､ 
ただし､いんげ

んまめを除く) 
立枯病､白絹病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 
豆類(未成熟､た

だし､さやいん

げん､未成熟そ

らまめ､さやえ

んどう､実えん

どうを除く) 
さやえんどう 
実えんどう 

いんげんまめ 

立枯病､白絹病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

さやいんげん 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

未成熟そらまめ 
2 回以内 

(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

てんさい 
黒根病､苗立枯病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 1 回 

あま､麦類 
立枯病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

とうもろこし 
白絹病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

陸稲 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類、一年生雑草 

くきちしゃ 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 
根腐病､ｾﾝﾁｭｳ類､ 

ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類、ﾈｷﾘﾑｼ類､ 
一年生雑草 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

葉しょうが 根茎腐敗病､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

1 回 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

ふき(ふきのとう) 
ふき 

半身萎凋病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

1 回 
やまのいも 

(むかご) 

褐色腐敗病､根腐病､ 
ｾﾝﾁｭｳ類、ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 
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作物名 
適用病害虫名 
適用雑草名 

使用量 
本剤の 

使用回数 
使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む農

薬の総使用回数 

らっきょう 白絹病 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 
1 回 

土壌 
くん蒸 

1 回 
みつば 立枯病 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

花き類･ 
観葉植物 

青枯病､半身萎凋病､ 
萎凋病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
萎黄病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
株枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
乾腐病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 

球根腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､
立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
葉枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌)､ 
ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 
きく 白絹病､立枯病 

ｶｰﾈｰｼｮﾝ 立枯病 
りんどう 褐色根腐病 
ｽﾄｯｸ 苗立枯病 

ﾃﾞﾙﾌｨﾆｳﾑ 立枯病 
ｽﾀｰﾁｽ 
ゆり 

萎凋細菌病 

ほおずき 軟腐病 
ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 株腐病､苗立枯病 

いちじく(苗木) 白絹病､ｾﾝﾁｭｳ類 
〈圃場〉 

1 穴当り 3 mL 

1 回 1 回 

桑 紋羽病 
1 穴当り 
6~12 mL 

たばこ 
白絹病､立枯病､ 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､一年生雑草 

〈床土･堆肥〉 
1 穴当り 3~6 mL 

〈圃場〉 
1 穴当り 2~3 mL 

せり科葉菜類 
(ｾﾙﾘｰを除く) 

ｾﾝﾁｭｳ類､ﾊﾘｶﾞﾈﾑｼ類､ 
ﾈｷﾘﾑｼ類､立枯病(ﾊﾟｾﾘ)、

一年生雑草 

〈圃場〉 
1 穴当り 2～3 mL 
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（２）クロピクフロー 

作物名 適用病害虫名 使用量 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 

農薬の総使用回数 

かぶ 
萎黄病 20~30 L/10 a 

1回 

耕起整地後､灌水ﾁｭ

ｰﾌﾞを設置し､その

上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で

被覆する｡ 
その後､液肥混合器

等を使用し､本剤を

処理用の水に混入

させ処理する｡ 

1回 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

萎凋病、ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
20~30 L/10 a 3回以内 

(床土1回以内､ 
圃場2回以内) いちご 

萎黄病 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 20 L/10 a 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

なす 
2回以内 

(床土1回以内) 半枯病、青枯病 
20~30 L/10 a 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
とうがらし類 

青枯病、萎凋病 3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

ほうれんそう 
ごぼう 

いんげんまめ 

萎凋病 20~30 L/10 a 
2回以内 

(床土1回以内) ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

きゅうり 
すいか 

つる割病 20~30 L/10 a 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病 

30 L/10 a 

うり類 
(漬物用､ただし､ 

漬物用ﾒﾛﾝ 
を除く) 

つる割病 20~30 L/10 a 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

かんしょ(苗床) 
つる割病 20~30 L/10 a 

1回 

にがうり 
2回以内 

(床土1回以内) ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

さやいんげん 
萎凋病 20~30 L/10 a 3回以内 

(床土1回以内､ 
圃場2回以内) ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

さやえんどう 
実えんどう 

根腐病 20~30 L/10 a 2回以内 
(床土1回以内) ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

しょうが 
葉しょうが 

みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉) 

根茎腐敗病 

20~30 L/10 a 
2回以内 

(床土1回以内) こまつな 萎黄病 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 
立枯病 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

にら 乾腐病 20~30 L/10 a 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 

農薬の総使用回数 

ねぎ 

萎凋病 
根腐萎凋病 

20~30 L/10 a 

1回 

耕起整地後､灌水ﾁｭ

ｰﾌﾞを設置し､その

上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で

被覆する｡ 
その後､液肥混合器

等を使用し､本剤を

処理用の水に混入

させ処理する｡ 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

ﾊﾟｾﾘ 
立枯病 20~30 L/10 a 

1回 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 30 L/10 a 

ｾﾙﾘｰ 
萎黄病 20~30 L/10 a 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

30 L/10 a 

きく 
萎凋病 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

花き類･観葉植物 
(きくを除く) 

萎黄病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
萎凋病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
株枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
乾腐病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
球根腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
葉枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 
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作物名 使用目的 使用量 使用時期 
本剤の

使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 
いちご 
ﾋﾟｰﾏﾝ 

とうがらし類 
きゅうり 

うり類(漬物用､た

だし､漬物用ﾒﾛﾝを

除く) 
すいか 

さやいんげん 
ねぎ 
ｾﾙﾘｰ 

花き類･観葉植物 

前作のﾄﾏﾄ､ﾐﾆﾄﾏﾄ､ 
いちご､なす､ 

ﾋﾟｰﾏﾝ､ 
とうがらし類､ 
ほうれんそう､ 

ごぼう､ 
いんげんまめ､ 

きゅうり､すいか､ 
うり類(漬物用､ただし､

漬物用ﾒﾛﾝを除く)､ 
にがうり､ 

さやいんげん､ 
さやえんどう､ 
実えんどう､ 
しょうが､ 

葉しょうが､ 
みょうが(花穂)､ 
みょうが(茎葉)､ 

こまつな､ 
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ､にら､ねぎ､ 

ｾﾙﾘｰまたは 
花き類・観葉植物の古

株枯死､ 
ｺﾅｼﾞﾗﾐ類蔓延防止 

20 L 
/10 a 

前作のﾄﾏﾄ､ﾐﾆﾄﾏﾄ､ 
いちご､なす､ 

ﾋﾟｰﾏﾝ､ 
とうがらし類､ 
ほうれんそう､ 

ごぼう､ 
いんげんまめ､ 

きゅうり､すいか､ 
うり類(漬物用､ただ

し､漬物用ﾒﾛﾝを除く)､
にがうり､ 

さやいんげん､ 
さやえんどう､ 
実えんどう､ 
しょうが､ 
葉しょうが､ 

みょうが(花穂)､ 
みょうが(茎葉)､ 

こまつな､ 
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ､ 
にら､ねぎ､ 
ｾﾙﾘｰまたは 

花き類･観葉植物の 
収穫終了後 

古株撤去前まで 

1回 

灌水ﾁｭｰﾌ ﾞ

を設置し ､

その上から

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等

で 被 覆 す

る｡ 
その後 ､液

肥混合器等

を使用し ､

本剤を処理

用の水に混

入させ処理

する｡ 

3回以内 
(床土1回 
以内､ 

圃場2回 
以内) 

なす 
ほうれんそう 

ごぼう 
いんげんまめ 
にがうり 

さやえんどう 
実えんどう 
しょうが 
葉しょうが 

みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉) 

こまつな 
ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 
にら 

2回以内 
(床土1回 
以内) 

 

（３）クロピクフローＭＮ 

作物名 適用病害虫名 使用量 
本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝ 

を含む農薬の 
総使用回数 

ﾒﾛﾝ漬物用 
ﾒﾛﾝ 

黒点根腐病 
つる割病 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 1回 

耕起整地後､灌水ﾁｭｰﾌﾞを設置

し､その上からﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ等で被

覆する｡その後、液肥混合器等

を使用し､本剤を処理用の水

に混入させ処理する｡ 

2回以内 
(床土1回以内､ 
圃場1回以内) 
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３．登録番号 17034：クロルピクリン錠剤                       

登録番号 24306：クロルピクリン錠剤ＪＭ－ＭＩＮＡＭＩ                

（クロルピクリン 70.0 %くん蒸剤） 

（１）クロルピクリン錠剤 

作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

かんきつ(苗木) 温州萎縮病 
1 m2 当り 

20 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈圃場〉深さ 15 cm と 45 cm の位

置のそれぞれに 1 m2 当り 10 錠を

ばら蒔き散布する。 1 回 
あぶらな科野菜 
(ｷｬﾍﾞﾂ､こまつな

を除く) 萎黄病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

こまつな 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 

ｷｬﾍﾞﾂ 
2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

苗立枯病 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

はくさい 黄化病 

1 穴当り 
1 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

1 回 

うり科野菜(すい

か､きゅうり､ﾒﾛ

ﾝ､にがうり､うり

類(漬物用)を除

く) 

疫病 
白絹病 
つる割病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

にがうり 
2 回以内 

(床土 1 回以内) 
うり類(漬物用､

ただし､漬物用ﾒﾛ

ﾝを除く) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

漬物用ﾒﾛﾝ 
2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

すいか 

1 穴当り 
1 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

つる割病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

苗立枯病 
1 m2 当り 
10~20 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉30 cm の高さに盛土

する。「1 m2当り 10~20 錠処理」 
地表面に所定量を散布､混和す

る。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

きゅうり 

苗立枯病 
1 m2 当り 

10~20
錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉30 cm の高さに盛土

する。「1 m2当り 10~20 錠処理」 
地表面に所定量を散布､混和す

る。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

苗立枯病 
疫病 
白絹病 
つる割病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐

病 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

ﾒﾛﾝ 

疫病 
白絹病 
つる割病 
黒点根腐病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

つる割病 
黒点根腐病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

苗立枯病 
1 m2 当り 
10~20 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉30 cm の高さに盛土

する。「1 m2当り 10~20 錠処理」 
地表面に所定量を散布､混和す

る。 

ﾄﾏﾄ､ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

萎凋病 
青枯病 
苗立枯病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

萎凋病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

青枯病 

1 m2 当り 
10~15 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10∼15 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

1 m2 当り 
15~20 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 15~20 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理後､深

耕ﾛｰﾀﾘｰを用いて混和処理する。 



17 

 

 

作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ﾋﾟｰﾏﾝ 

萎凋病 
疫病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

青枯病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

苗立枯病 
1 m2 当り 
10~20 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉30 cm の高さに盛土

する。「1 m2当り 10~20 錠処理」 
地表面に所定量を散布､混和す

る。 

とうがらし類 

萎凋病 
疫病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

苗立枯病 
1 m2 当り 
10~20 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉30 cm の高さに盛土

する。「1 m2当り 10~20 錠処理」 
地表面に所定量を散布､混和す

る。 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

いちご 

萎黄病 
疫病 
炭疽病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

萎黄病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

なす 

青枯病 
半身萎凋病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

青枯病 
半身萎凋病 
ｾﾝﾁｭｳ類 
苗立枯病 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

苗立枯病 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに盛土する。「1 m2 当り 10
錠処理」地表面に所定量を散布､

混和する。 

ほうれんそう 

萎凋病 
立枯病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 2 回以内 

(床土 1 回以内) 
立枯病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

萎凋病 
1 m2 当り 
8~10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 8~10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する 

ﾚﾀｽ､ 
非結球ﾚﾀｽ(ｻﾗﾀﾞ菜

を除く)､ 
やまのいも 

根腐病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

1 回 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

ｻﾗﾀﾞ菜 

根腐病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

ｾﾙﾘｰ 

萎黄病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ 

立枯病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

にんじん 

紋羽病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

1 回 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

ごぼう 
黒あざ病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

ねぎ 

白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

わけぎ､ 
あさつき 

白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

たまねぎ 

疫病 
苗立枯病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」

30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

1 回 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理す

る。 

豆類(種実､ただ

し､いんげんまめ

を除く)､ 
豆類(未成熟､ただ

し ､さやいんげ

ん､未成熟そらま

め､さやえんど

う､実えんどうを

除く) 

立枯病 
白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」

30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理す

る。 

さやいんげん 

立枯病 
白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 2 回以内 

(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」

30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 2 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

未成熟そらまめ 

立枯病 
白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」

30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内､

圃場 1 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理す

る。 

実えんどう 
いんげんまめ 

立枯病 
白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」

30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。

さやえんどう 

立枯病 
白絹病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

萎凋病 
1 m2 当り 
8~10 錠 

土壌くん蒸(播種溝又は植溝処

理) 
〈圃場〉畦立後､畦面播種溝又は

植溝に 8 錠の場合は 10 cm 間隔､

10 錠の場合は 8 cm 間隔で点状に

配置する。 

ばれいしょ 

青枯病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

1 回 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

かんしょ 

立枯病 
つる割病 
紋羽病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

1 回 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

さといも 

ｾﾝﾁｭｳ類 
1 穴当り 

1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」

30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

こんにゃく 

白絹病 
紋羽病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

しょうが 

根茎腐敗病 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸(植溝処理) 
〈圃場〉畦立後､畦面植溝に 8 cm
間隔で点状に配置する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

根茎腐敗病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

葉しょうが 
みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉) 

根茎腐敗病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

にら 
白絹病 
一年生雑草 

1 m2 当り 
10 錠 

1 回 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

2 回以内 
(床土 1 回以内) 

ﾊﾟｾﾘ 
ｵｸﾗ 

立枯病 

1 回 

にんにく ｲﾓｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 

うこん 青枯病 
1 m2 当り 

20 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 20 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

たばこ 

立枯病 
わい化病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

一年生雑草 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」地

表面に所定量を散布処理する。 

花き類､観葉植物

(ｶｰﾈｰｼｮﾝ､きく､ 
りんどうを除く) 

萎凋病 
萎黄病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 
株枯病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 
乾腐病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 
球根腐敗病

(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
立枯病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 
葉枯病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 
腐敗病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 

1 m2 当り 
10 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」地

表面に所定量を散布処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

ｶｰﾈｰｼｮﾝ 

萎凋病 
立枯病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

萎凋病 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」地

表面に所定量を散布処理する。 
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作物名 
適用病害虫名

適用雑草名 
使用量 

本剤の 
使用回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

きく 

白絹病 
立枯病 
半身萎凋病 
ｾﾝﾁｭｳ類 

1 穴当り 
1 錠 

2 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 1 回以内) 

土壌くん蒸 
〈床土･堆肥〉床土･堆肥を 30 cm
の高さに積み 30×30 cm 毎に 1 穴

当り 1 錠処理する。 
〈圃場〉「1 穴当り 1 錠処理」 
30×30 cm 毎に 1 錠処理する。 

3 回以内 
(床土 1 回以内､ 
圃場 2 回以内) 

萎凋病 
1 m2 当り 

10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」地

表面に所定量を散布処理する。 

立枯病 
1 m2 当り 

6 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 6 錠処理」地

表面に所定量を散布処理する。 

りんどう 
萎凋病 
褐色根腐病 

1 m2 当り 
10 錠 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2 当り 10 錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する 

 

（２）クロルピクリン錠剤ＪＭ－ＭＩＮＡＭＩ 

作物名 使用目的 使用量 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

樹木類 
定植ほ場の南根腐

病菌の密度低減 
1 m2当り 

20錠 
1回 

土壌くん蒸 
〈圃場〉「1 m2当り20錠処理」 
地表面に所定量を散布処理する。 

1回 
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４．登録番号 20207：クロピクテープ                       

（クロルピクリン 55.0 %くん蒸剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数 

きゅうり 

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌) 
苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌) 

<床土･堆肥> 
2.2 m/m2 2回以内 

(床土1回以内､ 
圃場1回以内) 

土壌 
くん蒸 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病 
つる割病 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

<圃場> 
110 m/100 m2 

すいか 
つる割病 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

1 回 

ﾋﾟｰﾏﾝ 
とうがらし類 

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌) 
<床土･堆肥> 

2.2 m/m2 

2回以内 
(床土1回以内､ 
圃場1回以内) 

青枯病 
疫病 

<圃場> 
110 m/100 m2 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

萎凋病 
褐色根腐病 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌) 
苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌) 

<床土･堆肥> 
2.2 m/m2 

いちご 
萎黄病 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
疫病 

<圃場> 
110 m/100 m2 

1 回 

ねぎ 白絹病 

にら 紅色根腐病 

2回以内 
(床土1回以内) 

さやえんどう 
根腐病 
萎凋病 

しょうが 根茎腐敗病 

ほうれんそう 萎凋病 

なす 

半身萎凋病 
青枯病 

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌) 
<床土･堆肥> 

2.2 m/m2 
わけぎ 

あさつき 
白絹病 

<圃場> 
110 m/100 m2 

2回以内 
(床土1回以内､ 
圃場1回以内) 

ﾒﾛﾝ 

黒点根腐病 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

2回以内 
(床土1回以内､ 
圃場1回以内) 

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌) 
苗立枯病(ﾋﾟｼｳﾑ菌) <床土･堆肥> 

2.2 m/m2 
ｷｬﾍﾞﾂ 苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌) 

1 回 

ｻﾗﾀﾞ菜 

ﾋﾞｯｸﾞﾍﾞｲﾝ病 
<圃場> 

110 m/100 m2 
非結球ﾚﾀｽ(ｻﾗﾀﾞ

菜を除く) 
ﾚﾀｽ 

1回 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
本剤の 
使用回数 

使用 
方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを含む 
農薬の総使用回数 

かぼちゃ 立枯病 

<圃場> 
110 m/100 m2 

1 回 
土壌 

くん蒸 

1回 かんしょ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

いちじく(苗木) 

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ 根腐病 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

ｶｰﾈｰｼｮﾝ 萎凋細菌病 

ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 
立枯病 
根腐病 

りんどう 褐色根腐病 

きく 
立枯病 
半身萎凋病 
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５．登録番号 20749：カヤクダブルストッパー                  

（クロルピクリン 35.0 %・D-D 60.0 %くん蒸剤） 

作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

D-D を 
含む農薬

の総使用

回数 

かぶ 
だいこん 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
萎黄病 

30 L/10 a 
(1穴当り

3 mL) 

作付の 
10~15日
前まで 

1回 

土壌くん蒸 
(30×30 cm 
ごとの深さ 
15 cmの穴

に1穴処理

する) 

1回 

1回 

こまつな 
2回以内 

(床土1回以内) 

ｾﾙﾘｰ 
3回以内 

(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

かんしょ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
立枯病 
つる割病 

1回 

ｵｸﾗ 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
立枯病 

なす 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
半身萎凋病 
青枯病 
半枯病 

2回以内 
(床土1回以内) 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
萎凋病 
根腐萎凋病 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) ﾋﾟｰﾏﾝ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
青枯病 
萎凋病 

とうがらし類 
ねぎ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
萎凋病 ほうれんそう 

2回以内 
(床土1回以内) 

いちご 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
炭疽病 
萎黄病 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

きゅうり 
すいか 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
つる割病 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

D-D を 
含む農薬

の総使用

回数 

にがうり 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
つる割病 

30 L/10 a 
(1穴当り 

3  mL) 

作付の 
10~15日
前まで 

1回 

土壌くん蒸 
(30×30 cm 
ごとの深さ 
15 cmの穴

に1穴処理

する) 

2回以内 
(床土1回以内) 

1回 

にんじん 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
しみ腐病 
萎凋病 
黒しみ病 

1回 

ﾒﾛﾝ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
つる割病 
黒点根腐病 
えそ斑点病 

2回以内 
(床土1回以内､ 
圃場1回以内) 

しょうが 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
立枯病 
根茎腐敗病 2回以内 

(床土1回以内) 

みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉) ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 

ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
かぼちゃ 
はくさい 

1回 

ﾚﾀｽ 
非結球ﾚﾀｽ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
根腐病 

ばれいしょ 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
そうか病 
萎凋病 

やまのいも 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
褐色腐敗病 

ごぼう 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
黒あざ病 
萎凋病 

2回以内 
(床土1回以内) 

こんにゃく 
さといも 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
乾腐病 

1回 
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作物名 適用病害虫名 使用量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の 
総使用回数 

D-D を 
含む農薬

の総使用

回数 

きく 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
萎凋病 
半身萎凋病 

30 L/10 a 
(1穴当り 

3  mL) 

作付の 
10~15日
前まで 

1回 

土壌くん蒸 
(30×30 cm 
ごとの深さ 
15 cmの穴

に1穴処理

する) 

3回以内 
(床土1回以内､ 
圃場2回以内) 

1回 
花き類･ 

観葉植物(き
くを除く) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
萎黄病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
萎凋病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
株枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
乾腐病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
球根腐敗病(ﾌｻﾞﾘ
ｳﾑ菌) 
立枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
葉枯病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
腐敗病(ﾌｻﾞﾘｳﾑ菌) 
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６．登録番号 22162：ソイリーン                         

登録番号 22163：三井ソイリーン                        

（クロルピクリン 41.5 %・D-D 54.5 %くん蒸剤） 

作物名 適用病害虫名 使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の

総使用回数 

D-D を含む 
農薬の総使

用回数 

にんじん 
しみ腐病 

30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

作付の 
10~15 
日前 
まで 

1 回 

耕 起 整 地

後､30 cm 間

隔のﾁﾄﾞﾘ状

に深さ約 15 
cm に所定量

を 注 入し ､

直ちに覆土

し､ﾎﾟﾘｴﾁﾚ

ﾝ､ﾋﾞﾆｰﾙ等

で 被 覆 す

る｡ 

1 回 

1 回 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) ごぼう 
2 回以内(床
土 1 回以内) 

黒あざ病 30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 
すいか 

つる割病 
黒点根腐病 

3 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 2
回 

以内) 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 
さやいんげん 

ﾒﾛﾝ 

2 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 1
回 

以内) 

黒点根腐病 
えそ斑点病 
つる割病 

30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

だいこん 
ﾊﾞｰﾃｨｼﾘｳﾑ黒点病 

1 回 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 
はくさい 

黄化病 
根くびれ病 30 L/10 a 

(1 穴当り 
3 mL) 

ｷｬﾍﾞﾂ 

苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ
菌) 

2 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 1
回 

以内) ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

未成熟そらまめ 

なす 
2 回以内(床
土 1 回以内) 

青枯病 
30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 
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作物名 適用病害虫名 使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の

総使用回数 

D-D を含む 
農薬の総使

用回数 

ﾄﾏﾄ 
ﾐﾆﾄﾏﾄ 

萎凋病 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

作付の 
10~15 
日前 
まで 

1 回 

耕 起 整 地

後､30cm 間

隔のﾁﾄﾞﾘ状

に 深 さ 約

15cm に所定

量 を 注 入

し ､ 直 ち に

覆土し､ﾎﾟﾘ

ｴﾁﾚﾝ､ﾋﾞﾆｰﾙ

等で被覆す

る｡ 

3 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 2
回 

以内) 

1 回 

青枯病 30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) きゅうり 
つる割病 
ﾎﾓﾌﾟｼｽ根腐病 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) ﾋﾟｰﾏﾝ 
とうがらし類 

青枯病 30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) かぼちゃ 
立枯病 

1 回 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

こまつな 
2 回以内(床
土 1 回以内) 

ﾚﾀｽ 
かぶ 

1 回 

豆類(未成熟､ただ

し､さやいんげん､未

成熟そらまめ､さや

えんどう､実えんど

うを除く) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 
1 回 

ほうれんそう 
萎凋病 20~30 L/10 a 

(1穴当り

2~3 mL) 
2 回以内(床
土 1 回以内) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

しょうが 
根茎腐敗病 30 L/10 a 

(1 穴当り 
3 mL) ばれいしょ 

そうか病 
青枯病 

1 回 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

かんしょ 
立枯病 

30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

さといも 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

やまのいも 
根腐病 
褐色腐敗病 

30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 
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作物名 適用病害虫名 使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の

総使用回数 

D-D を含む 
農薬の総使

用回数 

いちご 

炭疽病 
30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

作付の 
10~15 
日前 
まで 

1 回 

耕 起 整 地

後､30 cm 間

隔のﾁﾄﾞﾘ状

に深さ約 15 
cm に所定量

を 注 入し ､

直ちに覆土

し､ﾎﾟﾘｴﾁﾚ

ﾝ､ﾋﾞﾆｰﾙ等

で 被 覆 す

る｡ 

3 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 
2 回以内) 

 

萎黄病 
20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 
ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

こんにゃく 1 回 
根腐病 30 L/10 a 

(1 穴当り 
3 mL) 

ねぎ 
白絹病 

3 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 
2 回以内) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

さやえんどう 
実えんどう 

みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉） 

2 回以内(床
土 1 回以内) 

にがうり 
葉しょうが 

ｵｸﾗ 

1 回 

苗立枯病 30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 
ﾊﾟｾﾘ 

立枯病 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 
ｾﾙﾘｰ 

3 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 
2 回以内) 

萎黄病 30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

きく 

半身萎凋病 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

ｽﾄｯｸ 

萎凋病 
30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 
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作物名 適用病害虫名 使用液量 
使用 
時期 

本剤の 
使用 
回数 

使用方法 
ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを 
含む農薬の

総使用回数 

D-D を含む 
農薬の総使

用回数 

ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ 

球根腐敗病 
30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

作付の 
10~15 
日前 
まで 

1 回 

耕 起 整 地

後､30 cm 間

隔のﾁﾄﾞﾘ状

に深さ約 15 
cm に所定量

を 注 入し ､

直ちに覆土

し､ﾎﾟﾘｴﾁﾚ

ﾝ､ﾋﾞﾆｰﾙ等

で 被 覆 す

る｡ 

3 回以内(床
土 1 回以

内､圃場 
2 回以内) 

1 回 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

ｶｰﾈｰｼｮﾝ 

萎凋細菌病 
30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

ﾄﾙｺｷﾞｷｮｳ 
根腐病 
立枯病 

30 L/10 a 
(1 穴当り 

3 mL) 

ﾈｸﾞｻﾚｾﾝﾁｭｳ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 

20~30 L/10 a 
(1穴当り

2~3 mL) 

花き類・観葉植物 
(ｽﾄｯｸ､ﾁｭｰﾘｯﾌﾟ､き

く､ｶｰﾈｰｼｮﾝ､ﾄﾙｺｷﾞｷｮ

ｳを除く) 

たばこ 
ﾈｺﾌﾞｾﾝﾁｭｳ 
立枯病 

(畦内土壌

注入) 
1 穴当り

2~3 mL 

作付の 
30 日前 
まで 

(畦内土壌注

入)畦立後､

畦中央の頂

上 か ら ､ 30 
cm 間隔で､ 
35 cm の深

さに所定量

を 注 入し ､

直ちに注入

口 を ふ さ

ぎ､ﾎﾟﾘｴﾁﾚ

ﾝ､ﾋﾞﾆｰﾙ等

で 被 覆 す

る。 

1 回 
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作物名 適用雑草名 
使用 
時期 

使用液量 
本剤の 

使用回数 
使用方法 

ｸﾛﾙﾋﾟｸﾘﾝを

含む農薬の

総使用回数 

D-D を含む 
農薬の総使

用回数 

にんじん 
だいこん 
はくさい 
かぼちゃ 

ばれいしょ 
かんしょ 
さといも 

やまのいも 
こんにゃく 

ｵｸﾗ 
ﾊﾟｾﾘ 

豆類(未成熟､ただ

し､さやいんげん､

未成熟そらまめ､

さやえんどう､実

えんどうを除く) 

一年生雑草 

作付の

10~15
日前 
まで 

20~30 L/10 a 
(1穴当り 2~3 mL) 

1 回 

耕起整地後､

30 cm 間隔の

ﾁﾄﾞﾘ状に深

さ約 15 cm に

所定量を注

入し､直ちに

覆土し､ﾎﾟﾘｴ

ﾁﾚﾝ､ﾋﾞﾆｰﾙ等

で被覆する｡ 

1 回 

1 回 

ごぼう 
なす 

ほうれんそう 
しょうが 

みょうが(花穂) 
みょうが(茎葉) 

にがうり 
葉しょうが 
さやえんどう 
実えんどう 

2 回以内(床
土 1 回以内) 

すいか 
ﾄﾏﾄ 

ﾐﾆﾄﾏﾄ 
きゅうり 
ﾋﾟｰﾏﾝ 

とうがらし類 
いちご 
ねぎ 
ｾﾙﾘｰ 

さやいんげん 
花き類･観葉植物 

3 回以内(床
土 1 回以内､

圃場 2 回 
以内) 

ﾒﾛﾝ 
ｷｬﾍﾞﾂ 

未成熟そらまめ 

2 回以内(床
土 1 回以内､

圃場 1 回 
以内) 

 


